
～レジ袋の有料化、できる地域とできない地域は何が違う！ ～

こんな人におすすめ

流通企業の環境活動に関心のある人（学識者、学生• 
を含む）
ごみ問題に関心がある人• 
流通企業の経営者、環境担当者• 
自治体の環境担当者（廃棄物削減、温暖化防止）• 
将来、流通企業や自治体に就職を志望している学生• 

この印刷物は風力発電による
自然エネルギーを使用して
大豆油インキで印刷しました。

【申込締切　2009年11月9日（月）】

NPO法人 環境市民CSRセミナー

一般市民、学生、企業関係者（流通
企業その他）、自治体職員

対象：

〒604-0932　京都市中京区寺町通二条下ル呉波ビル3階
（TEL）075-211-3521（IP 電話）050-3581-7492（FAX）075-211-3531
（e-mail） life@kankyoshimin.org（WEB）http://www.kankyoshimin.org/

特定非営利活動法人 環境市民[ 主催 ]

京都市ごみ減量推進会議[ 協賛 ] 京都府、京都市、KBS京都[ 後援 ]

定員：100 名

日時：
13:30～16:30

（50音順）

会場：京大会館101号室
（京都市左京区吉田）

・京都駅より市バスD2のりば　206系統
 「京大正門前」下車
・三条京阪より京都バス 17番乗車
  出町柳　経由系統「荒神橋」下車

・京阪電車「丸太町駅」５番出口から、川端 
  通を北へ約 400m　教会を右へ 200m（下 
  車から徒歩約 10分）

【バス】

●会場へのアクセス

【電車】

2007年以降、「レジ袋有料化」が全国に広
まっています。県単位で取り決めての実施し

ている県も10以上になります。一方、そのような話
し合いすらできていない地域もあります。その差は
何か？　レジ袋を有料化すると、お客は減るか？　
先駆的に環境CSR活動に取り組んでいる流通企業の
報告を受けて考えましょう。

イオン株式会社
環境アドバイザリーボードメンバー　上山静一氏

京都生活協同組合
経営品質部環境担当　高橋敏彦氏

京都市、滋賀県  他

株式会社マイカル
環境社会貢献部　久堀研二氏

イズミヤ株式会社
エコロジー推進部　宮川精慈氏

コーディネーター：
特定非営利活動法人 環境市民　堀 孝弘

本セミナーは、京エコロジーセンターの助成を受けて実施します。

報告者
REPORT

参加費無料 申込は裏面の「申込用紙」を
ご利用ください



上記必要事項記載のうえ、FAXか Eメールでお申し込みください。
電話の場合、075-211-3521（NPO法人環境市民）へ

ふりがな

（あれば）

（任意）

●個人情報につきましては、本行事の連絡以外の目的で使用することはありません。●

本セミナーへのご意見がありましたら
お書きください。

流通企業の
環境責任セミナー

【締切】2009年 11月 9日（月）
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主催団体のあいさつ、主旨説明
環境市民事務局長　堀 孝弘から全国の状況報告

企業からの報告（15～ 20分程度ずつ）
イオン株式会社　環境アドバイザリーボードメンバー　上山静一氏
イズミヤ株式会社　エコロジー推進部　　宮川精慈氏
株式会社マイカル　CSR本部　　　　　久堀研二氏
京都生活協同組合　経営品質部環境担当　高橋敏彦氏

行政からの報告

参加者全員でワークショップ
テーマ案「これからの私たちの課題」など

府内自治体および主要流通企業に向け
実施したアンケート等の紹介

京都市が先駆けに
　2007 年 1月、全国チェーンのスーパーマーケット
として全国で初めて、ジャスコ東山二条店（京都市左
京区・イオングループ）がレジ袋の有料化を実施しま
した。
　京都市とイオン、市内 8市民団体が締結した協定に
よる実施で、「京都方式」と呼ばれマスコミ等で注目さ
れました。

全国はさらにその先に
　その後、市内全域のスーパーで「レジ袋有料化」を
取り決める市や県が数多く出てきました。
環境省の資料によると、「平成 20 年 11 月 1日現在、
16都道府県の 245 市町村で、市町村が主体となって
レジ袋の有料化に取り組んでおり、平成 22年 3月末
までに、23都道府県の 384 市町村で有料化が実施さ
れる予定」とのことです。

京都はどうする？
　全国に先駆けた京都市でしたが、「レジ袋有料化」は
一部のスーパー（生協含む）にとどまっています。京
都府下では、市町村が主体となった有料化は皆無！
　さて、私たちは何をしていくべきでしょうか。

「エコシティをつくる」「経済をグリーンにする」「エコロジーで豊かなライフスタイルを広める」など環境問題に
総合的に取り組み、実践活動を行っているNGO/NPO。誰もが参加できる気軽さと、行政や企業に提言しうる専
門性も兼ね備えている。「日本の環境首都コンテスト」や「グリーン購入普及」など活動多数。「就活にCSRセミ
ナー」のプロジェクトスタッフにも学生が多数参加している。●詳細はこちら http://www.kankyoshimin.org/

このセミナーを主催する環境市民とは……


